
 

 

参考資料 4 スポットチェック法によるサンゴ礁調査マニュアル 

 

 

1 はじめに 

 サンゴ礁において最も重要な生物群は造礁性サンゴ

類（以下単にサンゴとする）であり、サンゴの生息量を

表す被度（海底面に占める生きたサンゴの割合）がサン

ゴ礁評価の基本的な指標となる。スポットチェックは15

分間のスノーケリングによって海底面の状況を目視把

握するサンゴ礁調査手法である。本手法の長所は、小人

数体制（２名）、小労力（１地点の観察時間は15分、調

査後の被度等の集計は簡単）、特殊能力の不要（スキュ

ーバー技術やサンゴ分類の専門知識を必要としない）、

幅広い観察域（１地点のカバー範囲はおよそ50m四方）、

幅広い情報収集力（サンゴのみならず、様々なサンゴ礁

の情報を幅広く収集できる）が挙げられる。逆に短所は、

情報の認識が目視観察によるため、他の客観的手法に比

べると、データの精度は粗く、経験の少ない人では、被

度の見積に±20％の差を生じることがある。ただし、こ

の差は経験者との訓練によって縮める事が可能であり、

また、複数の調査員の値を平均化することによって個人

差が抑えられる。このように、スポットチェック法は簡

便性や幅広い情報収集性から広域なサンゴ礁モニタリ

ングには最適であると考えられている２）。 

 なお、この手法は浅海サンゴ礁域を対象に考案された

ものであるが、本マニュアルではサンゴ礁が分布しない

本土海域へも対応性できる。 

 

2 調査手順 

 スポットチェック法は、広範な海域に複数の固定調査

地点（spot）を設定し、シュノーケリングを用いた目視

観察（check）によって各地点のサンゴ礁の状態を調べ、

それにより海域全体の状況を把握する調査手法である。

年変動を把握するため、毎年定期的に実施する。手順と

しては、毎年１回、GPSを用いて設定地点に船で赴き、

予め決められた調査項目について、調査員２名がスノー

ケリングを用いた15分間の目視観察（およそ50ｍ四方の

範囲を任意に泳いで観察）してデータ収集を行う。また、

観察と併せて景観記録のための写真撮影も行う。各調査

員の記録データは平均化もしくは総合し、表計算ソフト

（エクセル）を用いて表に取りまとめる。 

 

3 調査必要物（基本） 

・調査員：２名（要スノーケリング熟練者） 

・調査船：浅瀬を航行することが多々あるので、小型の

ものが便利 

・地図もしくは海図 

・シュノーケリングセット 

・GPS：ポケットタイプのものでよい 

・野帳：A4版プラスチック製クリップボード、耐水紙、

鉛筆 

・水中カメラ：デジタル画像をやりとりすることが多い

ため、防水ハウジングが用意されているデジタルカ

メラの使用を勧める。画像の大きさの基本は数百（2

00～300）KBであるので、安価機種でも十分対応で

きる。 

・SPSS測定セット：５ml計量スプーン1個、250ml～500m

l蓋付プラスチック容器地点数分、４mm目のふるい、

２mlと５mlの計量スプーン各１個、500mlペットボ

トル１個、ろうと、30cm透視度計 

 

4 調査項目 

① 生物状況 

1. サンゴ被度 

2. 生育型 

3. オニヒトデ個体数 

4. オニヒトデ優占サイズ 

5. オニヒトデサイズ範囲 

6. サンゴ白化率 

7. サンゴ加入度 

8. 大型卓状ミドリイシのサイズ 

9. サンゴ食巻貝の発生状況 

10. 大型定着性魚類 

② 物理環境 

11. 地形 



 

 

12. 底質 

13. 水深 

14. SPSS（底質中懸濁物質含有量） 

③ 特記事項 

15. 他のサンゴ攪乱要因 

16. 特異な現象や生物 

 

 スポットチェック法で調査可能な項目を上に示した。

必要最小限の項目は①（1、2、3、4、5）、②（11、12、

13）、③（15、16）である。その他、すなわち、①（6、

7、8、9、10）、②（14）は専門機関向きであるが、こ

れらの項目は専門・非専門を問わず可能な範囲で適宜採

択されたい。以下に各項目について述べる。 

 

① 生物状況 

1. サンゴ被度：サンゴが着生可能な海底面（泥地や砂

地などを除く）に占める生存サンゴの上方からの投影面

の被覆率で、具体的な％値を算出して記録する。スポッ

トチェック法で割り出せる被度は10％単位であるが、生

きたサンゴが特に少ない場合は、10％未満、５％未満の

単位も用いる。被度は、遊泳しながら刻々と変化する値

を頭の中で平均化して算出するので、最初は難しさを覚

えるかもしれない。視野内の被度の算出は下図を参考に

されたい。 

 生きたサンゴの合計面積が海底面の１割を占めれば

被度は10％、半分なら50％となる。最初は多く見積もる

傾向があるので、熟練者との若干の初期トレーニングが

必要となる。なお、被度により客観性を持たせたい場合

は、15分の観察時間を５分づつに区切って記録し、その

平均値を使用してもよい。 

 なお、ここで扱うサンゴとは、造礁性サンゴ類（堅い

骨格と褐虫藻を有する刺胞動物の種の総称）である。す

なわち、これには、ヒドロ虫綱アナサンゴモドキ類、花

虫綱八放サンゴ亜綱クダサンゴならびにアオサンゴ、花

虫綱六放サンゴ亜綱の中で褐虫藻を持つイシサンゴ類

全種が該当する。ソフトコーラルはサンゴに含まないが、

本類が多産する場合には本類の被度も別途算出してお

くとよい。 

 被度はサンゴ礁の状態を評価するための重要な指標

である。海底面がサンゴで被い尽くされるのが健全な姿

であり、そうでない場合はサンゴ群集を攪乱する何らか

の要因が存在すると考えられる。以下に被度から見たサ

ンゴ礁状態の評価目安を示す。本表から自分の海の現況

を認識されたい。 

 

被度によるサンゴ礁状態の評価目安 
被度（％）           評価 

0 ～ 9             極めて不良 

10 ～ 24             不良 

25 ～ 49             やや不良 

50 ～ 74             良 

75 ～100             優良 
 

2. サンゴ白化率：白化前まで生存していたと思われる

サンゴ全体に占める白化もしくは白化後死滅したサン

ゴの割合で、白化現象が確認された場合に記入する。 

サンゴ白化率(%)＝ 

（白化サンゴ＋白化による死サンゴ）／（生存サン

ゴ＋白化サンゴ＋白化による死サンゴ） 

 

3. 生育型：ソフトコーラルも含めた調査の対象となる

サンゴ群落を優占するサンゴの生育型で、以下の6つに

分類する。I) 枝状ミドリイシ優占型、II) 卓状ミドリ

イシ優占型（指状ミドリイシも含める）、III) 枝状・

卓状ミドリイシ混成型、IV) 特定類優占型（上記以外の

種もしくは類が優占する型で、具体的な類名もしくは種

名を記入）、V) 多種混成型（多くの種が混在し優占類

がない）、VI) ソフトコーラル優占型。 

なお、ここでの優占は、全体に占める割合が60％以上

ある状態を指す。ソフトコーラルはサンゴ被度には含ま

ないが、調査地の群集の中で優占する場合は、優占して

いる種類（たとえばハナヅタ類、ウミアザミ類、ウミキ

ノコ類、カタトサカ類、ヌメリトサカ類、ハナトサカ類、

トゲトサカ類など）を記録し、その被度も見積もる。 

 

4. サンゴ加入度：礁原もしくはパッチリーフ上部など

の浅所において発見される、５cm以下のミドリイシ類群

体の１㎡当たりのおおよその数を以下の階級で記録す

る。Ⅰ：なし。Ⅱ：５個未満。Ⅲ：５個以上。５cm以下

のミドリイシ類群体は、過去1～2年以内に加入したもの

とみなすことができる。加入量の多寡は、サンゴ群集回



 

 

復の早遅に密接に関連するため、将来の群集回復の目安

となる。 

 

5. 大型卓状ミドリイシのサイズ：卓状ミドリイシ（ク

シハダミドリイシ、ハナバチミドリイシ、ならびにエン

タクミドリイシなど）長径上位５群体の大きさを記入し、

それらの平均値を求める。大型卓状ミドリイシのサイズ

は、サンゴ群集の回復経過のおおよその目安となる。下

表に大型卓状ミドリイシサイズから見た回復期及びお

およその年齢を示す。 

 

大型卓状ミドリイシサイズから見た回復期及び年齢 
卓ミドサイズ  回復期  おおよその年齢 

25cm 未満   初期     0 ～ 5 

25 ～ 99cm     前期        5 ～ 10 

100 ～199cm    中期       10 ～ 15 

200cm 以上     後期       15 以上 
 

6. オニヒトデ個体数：15分間の遊泳中に観察されたオ

ニヒトデの個体数を記録する。ヒトデの観察時間は、ヒ

トデが大きな集団をなす時は短縮するなど、状況に応じ

て変更しても良い。ただし、変更した場合は15分間当た

りの個体数に換算する。15分換算値は次式で算出する。 

     15分換算値＝観察数×（15／観察時間（分）） 

 原則的に水面からの観察とし、潜水してサンゴの間隙

や裏側などは探索しないが、食痕が観察された場合はヒ

トデの存在確認のため潜水探索を行ってもよい。以下に

15分間観察数に基づくヒトデの発生状態を知る目安を

示す。 

 

           ヒトデ発生状況の目安 
15分観察数           発生状態 

0 ～ 1               通常分布 

2 ～ 4               多い（要注意） 

5 ～ 9               準大発生 

10 以上              大発生 
 

7. オニヒトデ優占サイズ：出現したヒトデのサイズ（直

径：腕の端から反対側の腕の端まで）をI: 20cm以下、I

I: 20～30cm、III: 30cm以上の3階級に分類し、優占（最

も多い）サイズ階級を求める。 

観察されたオニヒトデが様々な大きさの場合は、最初

の10個体ほどのサイズ別個体数を記入し、その中で最も

多い階級が優占サイズとなる。 

 ヒトデは餌条件にもよるが、一般的に満2年で20cmを

越えて成熟が始まり、３年で30cm以上に達して摂食量、

繁殖量が最も高まる。 大発生が顕在化するのは20～30c

mと30cm以上のどちらかのクラスである。 

なお、近年、稚ヒトデの分布状態で大発生を予知する

取り組みもあり3)、数cm以下の個体を多数観察した場合

には、特記事項欄に記入する。 

 

8. オニヒトデサイズ範囲：観察した全オニヒトデのサ

イズ範囲である。 

 

9. サンゴ食巻貝の発生状況 

 ミドリイシ類に被害を及ぼす、シロレイシガイダマシ

類（アクキガイ科シロレイシガイダマシ属の小型巻貝

類）の発生状況を、以下の階級で記入する。I：食痕（新

しいもの）は目立たない。II：小さな食痕や食害部のあ

る群体が散見。III：食痕は大きく、食害部のある群体

が目立つが、数100個体以上からなる密集した貝集団は

見られない。IV：斃死群体が目立ち、貝集団が散見され

る。 

 

10. 大型定着性魚類 

 体長30cm以上の魚類が目撃された場合に、種名と個体

数、及びそのおおよその大きさを記入する。対象となる

のはハタ類、ベラ類、ブダイ類の大型定着性魚類であり、

偶発的出現性の高い回遊性魚類は除く。 

 

② 物理環境 

11. 地形：調査地点の地形的環境を、礁池、離礁、礁原、

礁斜面に分類する（下図参照）。非サンゴ礁域において

は、内湾、外海、沖瀬の区分でよい。 
 

12. 底質：海底面の状態を表し、岩盤（サンゴ岩）、礫

（サンゴ礫）、砂/礫、砂、泥などに分類する。 

 

13. 水深：観察域の水深範囲を記入する。水深は目測で

よいが、平均海面からの水深を推定するために観察時間



 

 

も記録する。 

 

14. シルト堆積量：底砂（もしくは底砂泥）表層中のシ

ルト（沈泥）量を、SPSS簡易測定法（この章の最後の解

説を参照）を用いて計測し、具体的な計測数値を記入す

る。 
 

③ 特記事項 

15. 他のサンゴ攪乱要因：サンゴ群集攪乱（白化現象、

オニヒトデ、サンゴ食巻貝、シルト堆積などの補足状況、

排水やアンカーなどの人為被害、台風被害など）が観察

された場合に、要因や被害量を自由に記入する。 

 

16. 特異な現象、生物：特記すべき生物や現象（生物の

産卵、希少種の目撃など）が観察された場合に記録する。

大型定着性魚類（①-10）の観察結果は本欄に記入する。 

 

5 補足事項 

① 調査地点の選出の目安：A）既存資料や観察情報に基

づき、高密度なサンゴ群集や貴重な群落（群体）がある

場所、B）もしくはそれがあった場所、C）他の調査地点

として用いられ、公表された、もしくは利用可能な既存

資料がある場所、D）上述したような情報が得られてい

なくとも、長期継続が必要な根拠がある場所。なお、モ

ニタリングは地域の健全なサンゴ群集を自慢ではなく、

長期継続して監視し保護する事であることを念頭にお

いて、地点を設定する。また、継続観測することが重要

なので、毎年必ず行えるように無理のない場所、地点数

が望ましい。１日に実施できる範囲と地点数の目安は、

およそ５km四方、10地点以内である。 

 

② 調査対象：15分間の遊泳可能範囲内が調査対象域で

ある。正方形に取るとおよそ50m四方となるが、対象域

の範囲形状は地形によって異なるので、正方形にこだわ

らなくてもよい。ただし、毎年、同一の範囲を観察する

ことが重要なので、あらかじめ範囲を決めておく。調査

対象を特定範囲の群体、群落、もしくは群集に設定した

場合は、そのおおよその広がりを毎年記録すること。ま

た、対象の周囲の状況も特記事項に必ず記入しておく。 

 

③ 調査時期：夏季の高水温で起こりやすいサンゴの白

化現象をとらえるために、秋季（9～10月）に行うこと

を推奨する。これ以外の時季でもかまわないが、経年変

化を把握することが重要であるので、時期は必ず固定し

て行う。 

 

④ 観察時間：15分が原則であるが、観察範囲を操作し

たい場合には、時間を短縮したり延長してもかまわない。

ただし、時間を変更した場合は、オニヒトデ観察数欄に

必ず15分換算値を算出しておくこと。 

 

⑤ 景観画像：画像は概況を認識する上で重要なデータ

であり、固定点（同一場所、同一方向）を設けて撮影し

ておくとさらに有用性が高まる。調査地点ごとに、特徴

的な地形、群落などから固定点を1点選出されることを

推奨する。 

 

⑥ スキューバの使用：スポットチェック法はスノーケ

リングで行うことを原則としているが、水深10ｍを越え

る深所や、透視度が悪い海域ではスノーケリングで観察

できない場合があるので、スキューバを使用して調査を

行っても良い。ただし、スノーケリングとスキューバで

は観察視野や範囲などが異なるため、データの質に差が

生じる可能性がある。そのため、どちらの手段を用いた

かが分かるよう明記する。 

 

⑦ 野帳、集計表：野帳は水中でも記入できるプラスチ

ック用紙を用い、予め記入フォームを印刷しておく。ま

た、エクセルで集計するための基本ファイルも用意する。 

 

⑧ 水温観測：連続的な水温観測は、小型水温データロ

ガーを海中に設置して行うが、データロガーの設置やデ

ータ回収にはスキューバが必要となるため、スポットチ

ェック法での調査項目には含めていない。従って、水温

観測は必要に応じて検討されたい。比較的安価な市販の

小型水温ロガーを用いれば、連続的な水温観測が簡単に

できる。夏季異常高水温による白化現象が多発傾向にあ

る現在７）８）、調査地点のいくつかに水温計を設置する

ことが推奨される。 

 



 

 

6 あとがき 

 スポットチェック法を用いたサンゴ礁調査は、八重山

諸島石西礁湖のサンゴ保全ならびに効果的なオニヒト

デ駆除を目的に、1983年に八重山海中公園研究所によっ

て考案され、これまで毎年継続実施されてきている（現

在は環境省に引き継がれる）2,10,11,12)。この間、スポット

チェック法は、石垣島周辺におけるサンゴ礁モニタリン

グ調査（1999年～、環境省）11, 12)、マイポイント調査（1

999年～、八重山サンゴ礁保全協議会）13)、オニヒトデ

簡易調査（2002年～、沖縄県）14)にも導入され、国内に

おける簡便な広域サンゴ礁調査手法として広まりつつ

ある。 

 ここで解説したスポットチェック法を用いたサンゴ

礁調査マニュアルは、現行の石西礁湖調査をベースに、

上記の姉妹調査での新たな取り組みも参考にしてある。

それは、ミドリイシ類の加入度（石垣島調査）11, 12)、オ

ニヒトデのサイズ区分（オニヒトデ簡易調査）14)である。 

 最後に、スポットチェック法を考案された元八重山海

中公園研究所職員の亀崎直樹氏と宇井晋介氏、ならびに、

本調査手法による石西礁湖調査を継続され貴重なデー

タを収集されてきた歴代の八重山海中公園研究所職員
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【 ＳＰＳＳ簡易測定法について 】 

 SPSSは（content of Suspended Particles in Sea Se

diment）の略語で、底質中懸濁物質含有量を意味する。

SPSS簡易測定法は沖縄県衛生環境研究所赤土研究室に

おいて、赤土汚染の程度を推定する目的で考案された手

法である５,６）。本土においては、沖縄のような深刻な赤

土汚染は少ないが、河川や陸域から流入した土砂汚染の

把握に適用可能と思われる。 

 SPSS簡易測定法の基本的な測定手順を以下に示す。 

 

1：調査地点を代表すると思われる底砂堆積域を任意で

選択し、250mlの蓋付きの容器一杯に表層底砂を入れて

船に戻り、船上で調査員2名の採取物を1つのプラスチッ

ク容器にまとめて持ち帰る。 

2：底砂を静置して静かに上澄みを切り、４mm目のふる

いでこし、こし採ったものを受け皿内で撹拌して測定試

料とする。 

3：試料5mlを計量スプーン（泥が多い場合は2mlのスプ

ーンを用いる）で量り取り、500mlペットボトル（市販

の飲料ボトル）に水で流し入れ、さらに水道水で500ml

にメスアップし、蓋をして激しく振る。 

4：1分間静置し、その後の水層を検水とする。 

5：検水を30cm透視度計に入れて透視度を計測する（透

視度が30cm以上、もしくは５cm未満の場合は調整が必

要）。 

6：次式を用いてSPSSを算出する、SPSS=(1,718／透視度

－17.8)×検水希釈倍率／試料量)。 

 測定に要する時間は１試料に付き約10分で、慣れれば

５分程度とのことである。透視度計での計測では試料量

や検水の希釈量に調整が必要な場合が多く、必ずSPSS簡

易測定マニュアル5,6)を参照いただきたい。下表にSPSS

値、それに対応した底質状態の階級を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SPSS計測値のランクとその目視状況 

SPSS  SPSS測定値   目視状況 
階級 （kg/ｍ3） 

１   0 ～ 0.4   きわめてきれい 

２   0.4 ～ 1   砂をかき混ぜてもシルトの舞い

上がりは確認しづらい 

３    1 ～ 5   砂をかき混ぜるとシルトの舞い

上がりは確認できる 

４    5 ～ 10   見た目では分からないが、砂をか

き混ぜるとシルトで水が濁る 

５   10 ～ 50   注意して見ると、表層にシルトの

堆積が確認できる 

６   50 ～200   一見してシルトの堆積を確認 

７  200 ～400   シルトが堆積するが、まだ砂も確

認することができる 

８  400 ＜     底質の見た目は泥そのもの 
 

階級６以上なら明らかに人為的要因による赤土汚染状

態と見なされる。 

なお、SPSSの値は雨期の直後に多く、底砂がよく撹拌

される台風期や冬の季節風期に少ないという季節性が

あり、赤土汚染の実態解明には季節変動を考慮した調査

が必要とされる。 
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